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劇場の「蟻」
─E.T.A. ホフマン『シニョール・フォルミカ』におけるサルヴァトール・ローザ

山崎　祐人

1. 序─偽名シニョール・フォルミカ

　『シニョール・フォルミカ』は E.T.A. ホフマンの作品の中で唯一、題名がイタ
リア語だけで記されている。「フォルミカ」はイタリア語で蟻を意味するが作中
に蟻は一匹も登場しないため、それが意図するところははっきりしない。舞台に
躍り出てくるのは「フォルミカ」という名の役者だけである。本編の最後に、登
場人物のひとりであるサルヴァトール・ローザが実は自分がフォルミカだったの
だと正体を明かすが、その名の由来が語られることは終ぞない。ではなぜ、題名
は「フォルミカ」の名を冠しているのか。なぜローザはわざわざ「フォルミカ」
という偽名を騙るのか。本稿ではローザの半生とコメディア・デラルテという演
劇を考察することによって『シニョール・フォルミカ』という題名の謎に切り込
んでいく1。
本稿の構成は以下の通りである。第二節では、ローザの絵画と半生を概観す
る。『シニョール・フォルミカ』の冒頭ではローザが登場する前に彼の風評が取
り沙汰されており、そこにローザに対するホフマンの評価が見て取れるためであ
る。さらに『シニョール・フォルミカ』でローザは先ず画家として活躍する点を
確認する。続く第三節では、ローザの俳優としての側面が『シニョール・フォル
ミカ』で次第に強調されていく点に注目する。『シニョール・フォルミカ』にお
けるコメディア・デラルテの影響を指摘し、『シニョール・フォルミカ』という
謎めいた題名の効果を明らかにする。第四節では、ホフマン作品における『シニ
ョール・フォルミカ』の意義について論じ、本稿を締めくくる。
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2. マグダラのマリア─画家サルヴァトール・ローザ

サルヴァトール・ローザは第一義的に画家として名を遺している。グロテスク
で血なまぐさいものから荘厳で神秘的なものまでモチーフは様々だが（図１）、
一貫して荒ぶる自然を緊張感のある構図で描いた（図２）。彼の風景画はとりわ
けイギリスで好まれ、後のクロ
ード・ロランやニコラ・プッサ
ンなどに影響を及ぼしている2。
ローザはナポリで生まれ、画家
を志してローマに赴き、十数年
過ごした後、フィレンツェ、ヴ
ェネツィア、ナポリと各地を
転々とし、ローマで没する。そ
の生涯を語る上で避けて通れな
いのは、いわゆる〈死の部隊〉
伝説である。〈死の部隊〉は十
八世紀イタリアで起きた圧政に
対する民衆の蜂起に端を発す
る。反乱は首謀者が暗殺される
ことによって下火になるもの
の、頭を失って無秩序状態とな
った部隊は盗賊団に落ちぶれ、
完全に鎮圧される翌年まで各地
を荒らし回っていた。そこにロ
ーザが加わっていたという噂
が当時流布していたのである。
こうした縷言は名声をやっかむ
商売敵たちの常套手段であった
が、「逃亡」のテーマを終生描
き続けたローザ自身の画風が噂
の真実味を増す追い風となっ

図1：Salvator Rosa: Saul e la pitonessa di Endor. 
275×191cm. Louvre, Paris.

図２：Salvator Rosa: Sogno di
Giacobbe.137×200cm. Devonshire Collection, Chatsworth.
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た。ローザの没後約一世紀の時を経て、ホフマンは『シニョール・フォルミカ』
の中にローザを登場させるにあたり、この〈死の部隊〉伝説の悪評に真っ向から
立ち向かうこととなる3。『シニョール・フォルミカ』の冒頭では、ローザが〈死
の部隊〉の一員であると実しやかに語られることに対するホフマンの弁護が一通
りなされており、弁護が終わった後にようやく物語の幕が開ける。

このくらいにしておきましょう─私は、勇敢なるサルヴァトールを極悪非
道の賊やら人殺しと悪し様に断ずるあらゆる悪質な噂話を一言半句も信用し
ません。そして親愛なる読者よ、あなたも私と同じ分別であらんことを祈り
ます。4

このようにして『シニョール・フォルミカ』におけるローザは登場する前から既
に肯定的に位置づけられ、そもそもこの作品の力点がサルヴァトール・ローザの
語り直しに置かれていることが繰り返し強調されるのである5。
それでは、物語の枠から中へ移っていこう。先ずローザは画家として登場す
る。『シニョール・フォルミカ』のあらすじを大雑把に言えば、ローマの古巣に
辿り着いたローザが画家の卵の主人公アントニオを助け、その恋路を成就させる
というものである。主人公の恋人は顧問官を務める伯父と同居しているが、この
年老いた顧問官は姪を溺愛するあまり、半ば幽閉している。顧問官の唯一の弱み
は絵に目がないことで、主人公が顧問官に認められるためには画家として独り立
ちする必要があった。ローザの手助けは、主人公のマグダラのマリアの絵6を画
壇に認めさせることから始まる。ローザは巧みにアカデミズムの見解を操作し、
アントニオに下されていた評価をひっくり返す。ここでの彼の立ち回りは画家と
してよりも、演出家にも似た助力者として際立っている。
ローザ自身の画力が発揮される最初の場面は、その直後に語られる。ローザが
病床の手慰みに宿の女将に楽器を所望したところ、女将はどこからかぼろぼろの
リュートを調達してきてくれていた。快復した後にそれが実は顧問官からの借り
ものだったことが判明し、顧問官が法外な額を吹っ掛けにやってくる。ローザは
代金を支払う代わりに、蓋に絵を描きつけてこの絵を売ればいいと囁き、顧問官
を追い払う。次に第六幕では、ローザの描いた二枚のセンセーショナルな絵7（そ
のうちの１枚は図３のLa Fortunaと推定されている）について語られる。しかし
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この逸話は本筋とはほとんど関わりが
なく、あくまで物語の背景に止まって
いる。ここで注意しておきたいのは、
話の展開と役回りである。もちろんロ
ーザは先ず画家として活躍するが、彼
は徐々に役者「シニョール・フォルミ
カ」として裏方に回っていく。つま
り『シニョール・フォルミカ』におけ
るホフマンの語り直しの妙は、ローザ
の役者としての側面にあると言ってよ
い。というのも『シニョール・フォル
ミカ』における物語の転換点は、ロー
ザ扮するフォルミカ氏の演劇にあるか
らである。

3. 劇中劇─役名サルヴァトール・フォルミカ

アントニオの恋路を助けるために奔走するローザの八面六臂の活躍ぶりには目
を瞠るものがある。夜な夜なギターを奏でては主人公の恋歌を届け、夜道で行く
手を遮る警官隊を蹴散らし、恋人との密通を図り、劇場での逢引の手筈を整え
る。『シニョール・フォルミカ』でホフマンは、絵を描き、歌の詩を書き、役者
として舞台に上がったローザの逸話を下敷きにして、ローザという人物を多面的
に描いた。尤も、そのうち作中で最も強調される側面が役者であることは小説の
題名から既に仄めかされている。
実は「フォルミカ」はコメディア・デラルテ8の役名のバリエーションのひと
つで、喜劇の先駆的な作品であるマントーヴァノ（Publio Filippo Mantovano）
の『フォルミコーネ（1503年）』やマルツィ（Giovanni Battista Marzi）の『愛の
贖い（1618年）』にも登場する9。パッセーリ（Giovanni Battista Passeri）やバル
ディヌッチ（Filippo Baldinucci）の17世紀の記述によれば、ローザはローマの

図３：Salvator Rosa:
La Fortuna. 200×133 cm. Getty Museum,
Los Angeles



(56)

カーニバルでナポリ人を風刺した道化をフォルミカという名前で演じていたと
いう10。もし読者がローザに関する知識を持っていれば、『シニョール・フォル
ミカ』で画家として登場するローザが後に役者として活躍することまで大凡想像
がつくという仕掛けになっている。
本節では『シニョール・フォルミカ』における三度の劇中劇について論じる。
ローザの友人、劇場監督ニコロ・ムッソの即興劇にはフォルミカとアッリという
二大看板役者がいて、ほったて小屋のような劇場でも客足が途絶えないのは二人
の掛け合いの妙にあるという。彼らの役所はコメディア・デラルテの古典的なキ
ャラクターに対応していると考えられ、その特徴はカップッツィの二回目の観劇
によく出ている11。二回目の観劇では、コメディア・デラルテと民話を題材とし
たことで知られるイタリアの劇作家ゴッツィ （Carlo Gozzi）の『緑の小鳥』の第
２幕第３場面を模倣した掛け合いも見られる12。場面が進み、ローザは顧問官の
生き写しの姿で舞台に現れる。

舞台に足を踏み入れたのは、シニョール・パスクァーレ・カップツィそのも
の、衣服、顔、身振り、足取り、姿勢まで舞台の下にいるシニョール・カッ
プツィと瓜二つであったので、カップツィはすっかり仰天して （...）13

ここでは先ず指摘しておかなければならないのは、そもそも顧問官の奇怪な服装
がコメディア・デラルテの道化役の継ぎ接ぎと見做される点である。顧問官の服
装はアルレッキーノという道化役を基調としているが、その性格や振る舞いはパ
ンタローネという役所によって当て擦られる14。彼は演劇の始まる前から多分に
コメディア・デラルテの世界に片足を突っ込んでおり、実際に道化らしく振る舞
うこととなる。舞台上のカップッツィは現実の顧問官が思い描く自身の理想像の
真逆をパンタローネよろしく滑稽に演じ、顧問官は自身の似姿が壇上で虚仮にさ
れているのを見て逆上する。ここでローザが模倣によって人を嘲ることは注目に
値する。コメディア・デラルテの本質を成す一つの要素にラッツォ （Lazzo） と
呼ばれる即興性が挙げられるが、フォルミカによるラッツォはまさにこれに該当
し、架空の役所と現実の演者を同時に意識させるラッツォは小説の体裁でも生き
生きと描かれ、受容者の笑いを誘う。ホフマンはゴッツィに傾倒していたが、例
えば『緑の小鳥』の他に『三つのオレンジの愛』や『蒼い怪物』など、ゴッツィ
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の代表的な歌劇のパンタローネは助力者としての側面が強い。そのためゴッツィ
の文脈を踏まえれば、『シニョール・フォルミカ』で助力者として活躍するロー
ザがパンタローネを演じる点にホフマンのゴッツィに対する理解が垣間見える。
顧問官が観劇で激昂している間にアントニオは首尾よくマリアンナを連れ出
し、フィレンツェでローザの庇護を受ける。しかし後日、顧問官は教皇による近
親者との婚約を認める特例を携えて、ローザの屋敷に乗り込んでくる。これ幸い
とローザは顧問会を大歓迎で持てなして隙を作り、食後の余興として三度目の観
劇が行われる。顧問官はフォルミカ氏の演じる劇に飲み込まれて我を忘れて激怒
し、恥じ入り、正気に戻る。演劇を観て感じ入った顧問官は二人を祝福する。顧
問官の心を揺り動かして改心させ、二人の仲を結んだ最も大きな要因はローザ
の演劇にある。つまりこの物語は主人公の大成によって締めくくられるのでは
なく、助力者である画家ローザが物語上役者として転身して初めて終わりに向か
う。既に第２節で言及したが、第六幕でとってつけたようにローザの絵が語られ
ることからも、画家としての領分は早々に主人公に譲られていることは明らかで
ある。画家としての本分を逸脱し、役者として助力者の役割を全うすることで、サ
ルヴァトール・ローザの語り直しが果たされることにホフマンの語りの妙がある。

4. 結─ホフマン流コメディア・デラルテとしての
『シニョール・フォルミカ』

本稿では『シニョール・フォルミカ』を中心として、ホフマンの小説とサル
ヴァトール・ローザの関係に焦点を当てた。『シニョール・フォルミカ』におい
ては、物語の枠からしてローザに肯定的評価を下す語りの姿勢が見られる。ただ
し、作中でローザが華々しく活躍するのは画家としてではなく、役者としてであ
った。『シニョール・フォルミカ』ではサルヴァトール・ローザという良きディ
レッタントを体現する人物が、主人公を手助けするマイスターとして描かれてい
る。その助力者としての傾向は画家から役者へ─つまり、史実に則ったローザ
からホフマン独自のキャラクターへ─逸脱していく過程でより強められてい
る。『シニョール・フォルミカ』という題名は、作中の助力者は演劇に関わり、
画家から役者という転身の筋に沿ってローザが語り直されることを暗示している。
コメディア・デラルテはいくつかの古典的な役柄を核として後年非常に多くの
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役柄が創作されたが、フォルミカもその一つに加えられ得るかもしれない。ここ
で注目に値する点は、二度目と三度目の演劇でフォルミカがカップッツィ自身を
演じていることである。つまり、ローザはフォルミカという役に扮し、その上で
カップッツィを演じている点で、二重の変身をしていることになる。しかし役者
自身、役者の仮面、仮面をつけた役者の役所という流動的な三重の自己はコメデ
ィア・デラルテではラッツォという伝統的な手法として確立されていたことを鑑
みれば、フォルミカの役所の変化は、ホフマンがゴッツィやゴルドーニ、当時の
劇場を通してコメディア・デラルテに精通していた証左と見做すことができる。
「サルヴァトール・フォルミカ」という名は、コメディア・デラルテの手法をホ
フマンが自身の作品に取り入れた成果と言えるだろう。
ローザの助力者としての側面に目を向けてみれば、ホフマンの別の作品『花嫁
選び』の金工レオンハルトを彷彿とする読者も多いことだろう。画家の卵とヒロ
インの結婚を取り持ち、老け込んだ恋敵を引き下がらせるという点で両作品は
よく似ている。両作品の大きな差異は、話の展開を支える歯車にある。『花嫁選
び』のレオンハルトは恋のドタバタ騒動を魔法で切り抜けるのに対し、『シニョ
ール・フォルミカ』における山場はローザ扮するフォルミカの演劇にある。元よ
り処女作『騎士グルック』から不可思議なものと演劇はホフマンの創作の両輪で
あったが、物語の主軸が摩訶不思議な魔法から外連味たっぷりの演劇へと推移し
ていることに、ホフマンの創作におけるコメディア・デラルテの影響の強まりが
窺えよう15。しかし、『シニョール・フォルミカ』はコメディア・デラルテを積
極的に創作に取り入れているという点で『ブランビラ王女』の試作と見做し得る
ことを鑑みれば、『ゼラピオン同人集』の中の小品のひとつとはいえ、ホフマン
の後期の創作における『シニョール・フォルミカ』の、あるいはローザの占める
位置は決して小さくないように思われる。

註
1	 「フォルミカ」の名の不可解さはこれまでの先行研究で幾度も指摘されてきた。フ

ォン・マーセンは全集の注釈で、ホフマンが『シニョール・フォルミカ』執筆の
参考資料にしていたヤーゲマンやフォルクマンの翻訳にサルヴァトール・ローザ
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でタルタッリアとトルッファルディーノという道化役の掛け合いに対応している
と考えて良いだろう。アッリが演じているドットーレという役はタルタッリア、パ
ンタローネと共に老人役に属しており、フォルミカはアルレッキーノに代表される
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けに扮して襲撃する場面、三度目の観劇で、劇中でマリアンヌが死んでしまったこ
とに対してマリアンヌの父が幽霊の姿で顧問官に恨み言を述べる場面などが挙げら
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